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Summary
We investigated whether body weight and body composition are related resting metabolic rate or diet-in-
duced thermogenesis in young adult women 19–23 years old. We found that resting metabolic rate was signifi-
cantly correlated with body weight, lean body mass, total muscle mass, and muscle mass of the trunk, right and 
left arms, and right leg, but diet-induced thermogenesis was not. These results suggest it may be possible to in-
crease resting metabolic rate by increasing whole-body muscle mass in young adult women. However, other 
factors related to diet-induced thermogenesis must be further investigated.
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Ⅰ．緒言
一日の総エネルギー消費量は約 60％を基礎代謝量



























る。DIT は食事のエネルギー量や組成に影響され  4），
一般的な混合食では食事エネルギー量の約 10% にの




と報告されている  6）。しかしながら，Buchholz ら  7）の
研究では，脊髄損傷のある者において，健常者より＊京都女子大学大学院 家政学研究科 食物栄養学専攻























ネルギー必要量の 1/3 とした  9）。食事内容は，サンド
イッチ（ロールパン 60 g・いちごジャム 28 g），オム
レツ（卵 80 g・じゃがいも 50 g・玉ねぎ 30 g・ハム
19 g・サラダ油 2 g・ケチャップ 20 g・レタス 10 g），
ヨーグルト 112 g，オレンジジュース 200 g とした。
食事組成は，エネルギー654 kcal，たんぱく質 26.3 g，

















11 時に食事を提供した。食事は 15 分間で摂食完了
とし，食事終了時を 0 分として食後 360 分まで座位




























被験者の身体特性を表 1 に示した。BMI は 20.8
± 2.1 kg/m2 であり，被験者全員が 25 kg/m² 未満であ
り肥満者はいなかった。筋肉量は 35.8 ± 3.1 kg，安
静時代謝量は 0.79 ± 0.11 kcal/min であった。また，
1 日の安静時代謝量を算出すると 1138 ± 158 kcal/
日であった。筋肉量については，体幹部 18.6 ±
1.8 kg，右 腕 1.6 ± 0.2 kg，左 腕 1.6 ± 0.2 kg，右 脚
7.1 ± 0.6 kg，左脚 7.1 ± 0.6 kg であった。全身の筋
肉量に対する体幹部の筋肉量の割合は 52％，上肢の
割合は 9％，下肢の割合は 40％となった。DIT は
52.9 ± 15.8 kcal となり，摂取エネルギーに対する割






























年齢（歳） 21 ± 1
身長（cm） 158.1 ± 5.8
体重（kg） 52.0 ± 6.2
BMI（kg/m2） 20.8 ± 2.1
安静時代謝量（kcal/ 日） 1138 ± 158
体脂肪率（%） 26.4 ± 4.5
除脂肪量（kg） 38.1 ± 3.3
筋肉量（kg） 35.8 ± 3.1
（部位別）
体幹部（kg） 18.6 ± 1.8
右腕（kg） 1.6 ± 0.2
左腕（kg） 1.6 ± 0.2
右脚（kg） 7.1 ± 0.6
左脚（kg） 7.1 ± 0.6




















































































































































































































































































































































― 16 ― 食物学会誌・第75号（2020年）
の活動を行っていない一般的な若年成人女性とした。
平成 30 年度の国民健康・栄養調査  8）では 20 歳女性
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